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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、フェライト鋼における降伏現象について、上降伏点と下降伏点の物理的意味を明確に

し、これまで不明確であった不連続降伏現象の発現機構を明らかにしている。得られた成果は、フ

ェライト鋼の工業的な熱処理条件の最適化に貢献することはもちろんのこと、鉄鋼材料の強度特性

の理解に新たな知見を与えるものであり、材料工学の分野において寄与するところが大きい。よっ

て、本論文は博士(工学)の学位論文に値すると認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


